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令
和
３
年
７
月
31
日
の
有
効
期
限
満
了
に

伴
い
被
保
険
者
証
（
以
下
、「
保
険
証
」
と

い
う
。）
を
更
新
い
た
し
ま
す
。
新
し
い
保

険
証
は
『
み
ず
色
』
で
す
。
７
月
初
旬
頃
か

ら
順
次
、
簡
易
書
留
郵
便
に
て
郵
送
す
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
お
届
け
す
る

『
み
ず
色
』
の
保
険
証
は
７
月
１
日
か
ら
使

用
で
き
ま
す
。

■
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
「
う
す
い
緑
色
」

に
つ
い
て

　
　

新
し
い
保
険
証
『
み
ず
色
』
が
お
手
元

に
届
き
次
第
、「
う
す
い
緑
色
」
の
保
険

証
は
役
場
本
庁
住
民
課
ま
た
は
美
里
支
所

住
民
室
に
お
越
し
の
際
に
ご
返
却
い
た
だ

く
か
、
ご
自
分
で
細
か
く
裁
断
す
る
な
ど

し
て
、
住
所
・
氏
名
が
他
人
に
知
ら
れ
な

い
よ
う
十
分
ご
注
意
の
う
え
、
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。

※
令
和
３
年
度
の
住
民
税
の
課
税
所
得
に
よ

り
、
一
部
負
担
金
の
割
合
が
変
更
に
な
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
３

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免
除 

・

半
額
免
除
・
法
定
免
除
等
）、
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間

が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
方
と

比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら

れ
る
年
金
）
の
受
け
取
り
額
が
少
な
く
な
り

ま
す
。

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
額
す

る
た
め
に
、
免
除
等
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険

料
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ

て
納
め
る
（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

追
納
は
、
古
い
月
の
も
の
か
ら
納
付
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

■
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　

一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
中
に
、
保
険

料
を
納
付
し
て
い
な
け
れ
ば
追
納
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
（
例
え
ば
、
半
額
免
除
の
期
間
を
追
納
す

る
場
合
は
、
残
り
の
半
分
の
保
険
料
を
納

め
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
３

　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　
　

℡ 

４
４
７
‐
１
６
６
０

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

の
更
新
作
業
の
た
め
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
全
て
の

サ
ー
ビ
ス
が
左
記
日
程
で
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
せ
ん
。ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
停
止
日

・
７
月
7
日
（
水
）　

終
日

　

本
庁
・
美
里
支
所

・
７
月
8
日
（
木
）　

終
日

　

美
里
支
所
の
み

■
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
サ
ー
ビ
ス

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
・
更
新

・
他
市
町
村
の
方
の
住
民
票
の
写
し
の
交
付

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
転

出
・
転
入
の
特
例
手
続
き
等

※
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
証
明
書
・
戸
籍
謄

本
等
の
交
付
や
転
出
・
転
入
等
の
異
動
手

続
き
は
通
常
通
り
ご
利
用
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
２
０

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
証
の
色
が
「
う
す
い
緑
色
」

か
ら『
み
ず
色
』に
変
わ
り
ま
す
。

大
学
生
等
へ
の
就
学
応
援
給
付

金
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
一
時
停
止
の
お
知
ら
せ

よ
り
、
就
学
に
係
る
費
用
の
確
保
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
紀
美
野
町
出
身
の
大
学
生
等
の

就
学
を
支
援
す
る
た
め
、
対
象
と
な
る
方
に

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

　
　

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４

月
１
日
ま
で
に
出
生
し
た
者
の
う
ち
、
令

和
３
年
５
月
１
日
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る

学
校
に
在
学
す
る
者
で
あ
っ
て
、
本
人
又

は
当
該
大
学
生
等
の
保
護
者
（
当
該
大
学

生
等
が
成
年
に
達
し
て
い
る
と
き
は
、
保

護
者
で
あ
っ
た
者
）
が
紀
美
野
町
内
に
住

所
を
有
し
て
い
る
者
。

・
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
、
大
学

院
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
（
第
４

学
年
及
び
第
５
学
年
に
限
る
。）
又
は
専

門
学
校

■
支
給
額

　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
10
万
円

■
申
請
期
間

　

７
月
１
日
（
木
）
～
12
月
24
日
（
金
）

■
申
請
方
法

　
　

美
里
支
所
ま
ち
づ
く
り
課
及
び
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
配
布
し
て
い
る
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添

え
て
ま
ち
づ
く
り
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

　
　

℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
２
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こ
の
度
、
き
み
の
夏
祭
り
実
行
委
員
会
に

お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

収
束
し
な
い
状
況
の
中
で
、
祭
り
会
場
内
等

で
の
３
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
を
回
避

す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
や
む
を
え

ず
今
年
の
き
み
の
夏
祭
り
（
８
月
15
日
）
は

中
止
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
一
日
も

早
く
収
束
し
、
来
年
の
き
み
の
夏
祭
り
は
、

多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
笑
顔
で

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
実
行
委
員
会

一
同
、
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

き
み
の
夏
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
９

令
和
３
年
度
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

納
税
通
知
書
に
同
封
し
た
お
知
ら
せ
の

裏
面
の
令
和
３
年
度
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
）
の
税
率
に
つ
い
て
重
課
税
率
表

内
の
文
章
が
誤
っ
て
お
り
ま
し
た
。
正

誤
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

誤　

平
成
19
年
３
月
以
前
の
車
両

正　

平
成
20
年
３
月
以
前
の
車
両

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
５

令
和
３
年
度　

第
16
回
き
み
の
夏
祭

り
の
中
止
に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）

お
詫
び

農
薬
使
用
者
は
、
農
薬
取
締
法
に
よ
り
次

の
４
つ
の
安
全
を
確
保
す
る
責
務
が
課
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
方
や
令
和
３
年
４
月

ま
で
に
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
方
が
予
約
申
請

で
き
る
買
物
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
で
買
物
、
チ
ャ
ー
ジ
を
す
る
と
支
払
い

の
25
％
分
、
最
大
５
千
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
が

も
ら
え
ま
す
。
一
部
の
ス
ー
パ
ー
の
カ
ー
ド

で
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

の
予
約
申
請
及
び
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
買
物
は

令
和
３
年
９
月
ま
で
で
す
。
予
約
申
請
は
役

場
住
民
課
、
美
里
支
所
住
民
室
で
受
付
中
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
１
２

農
薬
の
安
全
・
適
正
な
使
用
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
予
約
申
請
は
お
早
め
に

１
．
使
用
す
る
人
の
安
全

２
．
農
作
物
に
対
す
る
安
全

３
．
農
産
物
に
対
す
る
安
全

４
．
環
境
に
対
す
る
安
全

農
薬
使
用
者
は
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
、
防
除
計
画
の
策
定
や
適
期
防
除
、
農
薬

ラ
ベ
ル
表
示
事
項
の
遵
守
、
周
辺
食
用
農
作

物
生
産
者
と
の
連
携
・
農
薬
飛
散
低
減
等
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
農
薬
は
、
登
録
に
際
し
て
毒
性
評

価
を
行
い
、
人
畜
な
ど
へ
の
害
が
な
い
範
囲

を
作
物
残
留
な
ど
の
基
準
と
し
て
定
め
、
こ

の
基
準
を
超
え
な
い
た
め
に
次
の
よ
う
な
使

用
方
法
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①　

そ
の
農
薬
に
適
用
が
な
い
作
物
へ
は
使

用
し
な
い
こ
と

②　

定
め
ら
れ
た
使
用
量
又
は
濃
度
を
超
え

て
使
用
し
な
い
こ
と

③　

定
め
ら
れ
た
使
用
時
期
を
守
る
こ
と

④　

定
め
ら
れ
た
総
使
用
回
数
以
内
で
使
用

す
る
こ
と

こ
の
使
用
方
法
を
適
切
に
守
る
こ
と
に

よ
っ
て
安
全
が
担
保
さ
れ
ま
す
の
で
、
農
薬

取
締
法
で
は
、
農
薬
の
使
用
基
準
の
厳
守
は

義
務
化
さ
れ
、
違
反
し
た
場
合
は
罰
則
が
科

せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
１

■
対
象
者　

昭
和
37
年
度
～
昭
和
53
年
度
生

ま
れ
の
方（
今
年
度
43
～
59
歳
に
な
る
方
）

　
　

紀
美
野
町
で
は
令
和
元
年
度
、
令
和
２

年
度
に
対
象
者
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
未
接
種
の
方
は
有
効
期
限
に

か
か
わ
ら
ず
、
令
和
４
年
２
月
末
ま
で
お

手
持
ち
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
そ
の
ま
ま
使
用

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
な
ぜ
風
し
ん
の
予
防
接
種
が
必
要
？

　
　

風
し
ん
は
、
く
し
ゃ
み
や
咳
な
ど
に

よ
っ
て
飛
び
散
っ
た
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込

ん
だ
り
す
る
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。
妊
娠

中
の
女
性
が
風
し
ん
に
感
染
す
る
と
、
生

ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
先
天
性
風
し
ん
症
候

群
（
難
聴
や
白
内
障
、
精
神
や
運
動
発
達

の
遅
れ
な
ど
）
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
　

あ
な
た
と
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る

世
代
の
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
積
極
的
な

抗
体
検
査
・
予
防
接
種
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

　
　

ク
ー
ポ
ン
券
が
届
い
て
い
な
い
方
や
紛

失
さ
れ
た
方
は
、
再
発
行
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

成
人
男
性
の
風
し
ん
抗
体
検
査
・

定
期
予
防
接
種
（
第
５
期
追
加
的

対
策
）
の
期
間
延
長
に
つ
い
て
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湯
谷
氏
は
、紀
美
野
町
産
原
木
を
使
用
し
、

し
い
た
け
の
栽
培
・
収
穫
ま
で
を
一
貫
し
て

町
内
で
行
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
地
域
に

お
い
て
、
し
い
た
け
生
産
の
紹
介
や
産
品
直

売
な
ど
様
々
な
活
動
に
尽
力
す
る
な
ど
林
業

振
興
、
地
域
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
功
績
に
対
し
て
、
日
本
特

用
林
産
振
興
会
よ
り
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
栄
え
あ
る
受
賞
、
心
よ
り
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
長
谷
毛
原
地
区
で
５
月
29

日
、
車
の
運
転
が
で
き
な
い
方
や
運
転
に
不

安
の
あ
る
方
の
た
め
の
乗
り
合
い
の
買
い
物

■
問
い
合
わ
せ

　

産
業
課　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
１

紀
美
野
町
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ

る
人
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
を
行
う
た

め
、
電
話
、
メ
ー
ル
、
来
所
に
よ
る
相
談
、

訪
問
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
の
設
置

等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

本
事
業
は
、「
社
会
福
祉
法
人　

生
石
会
」

に
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

■
ひ
き
こ
も
り
と
は

「
仕
事
や
学
校
に
行
か
ず
、
か
つ
家
族
以

外
の
人
と
の
交
流
を
ほ
と
ん
ど
せ
ず
に
、
６

か
月
以
上
続
け
て
自
宅
に
ひ
き
こ
も
っ
て
い

る
状
態
」
を
「
ひ
き
こ
も
り
」
と
厚
生
労
働

省
で
は
定
義
づ
け
て
い
ま
す
。

「
ひ
き
こ
も
り
」
は
、
単
一
の
疾
患
や
障

害
の
概
念
で
は
な
く
、
様
々
な
要
因
が
背
景

に
な
っ
て
生
じ
ま
す
。

ま
た
、
精
神
疾
患
に
起
因
す
る
場
合
だ
け

で
な
く
、「
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
」
と
い
わ

れ
る
必
ず
し
も
精
神
疾
患
に
起
因
し
な
い
場

合
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
単
一
の
疾
患
や
障

害
の
概
念
で
は
な
い
た
め
、
ま
ず
は
相
談
の

な
か
で
、
ひ
き
こ
も
り
の
背
景
を
整
理
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
相
談
窓
口
・
相
談
場
所

社
会
福
祉
法
人　

生
石
会　

ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
「
の
ぞ
み
」

紀
美
野
町
下
佐
々
７
２
８
番
地
１

℡ 

４
８
９
‐
３
３
４
４

■
相
談
受
付
時
間

月
曜
日
、
火
曜
日
、
木
曜
日
、
金
曜
日
の

10
時
～
16
時
（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

第
34
回
特
用
林
産
功
労
者

（
作
目
：
原
木
し
い
た
け
）
と
し
て

湯
谷　
絹
子
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
か
か
る

当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
の
対
応
に
つ
い
て

買
い
物
支
援
「
き
み
の
り
」
実
証
実
験
開
始

ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
始
ま
り
ま
す

紀
美
野
町
で
は
、
当
日
の
予
約
の
キ
ャ
ン

セ
ル
等
が
発
生
し
た
場
合
の
ワ
ク
チ
ン
廃
棄

ゼ
ロ
を
目
指
し
、
次
の
と
お
り
余
っ
た
ワ
ク

チ
ン
を
優
先
的
に
接
種
で
き
る
対
象
者
を
定

め
る
こ
と
で
、
ワ
ク
チ
ン
を
無
駄
な
く
接
種

し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

【
優
先
対
象
者
】

次
に
該
当
す
る
紀
美
野
町
民
の
方

①　

接
種
会
場
従
事
者

②　

町
内
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
介
護
従

事
者

③　

町
立
こ
ど
も
園
職
員

④　

町
立
小
中
学
校
職
員

■
問
い
合
わ
せ　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
対
策
室

　
　

℡ 

０
１
２
０
‐
６
５
‐
５
６
７
０

　
　

平
日　

９
時
～
17
時

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

支
援
サ
ー
ビ
ス
「
き
み
の
り
」
の
実
証
実
験

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
買
い
物
支
援
は
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
和

歌
山
㈱
と
㈱
な
か
モ
ー
タ
ー
自
工
が
「
ト
ヨ

タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
基
金
助
成
事
業
」
を
活
用
し

て
実
施
し
、
地
元
の
互
助
組
織
「
元
気
長
谷

毛
原
会
」
が
運
営
し
ま
す
。
実
験
は
毛
原
上

地
区
限
定
で
ス
タ
ー
ト
し
段
階
的
に
エ
リ
ア

を
拡
大
し
最
終
的
に
長
谷
毛
原
地
区
全
域
で

行
う
予
定
で
す
。

運
賃
は
無
料
で
対
象
者
は
65
歳
以
上
の
高

齢
者
や
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
住
民

の
方
で
す
。
予
約
先
の
各
自
宅
を
出
発
し
紀

の
川
市
内
の
ス
ー
パ
ー
ま
で
木
曜
の
午
前
と

土
曜
の
午
前
と
午
後
の
週
３
便
運
行
予
定
。

５
月
27
日
に
出
発
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

テープカットの様子



2021.75

敬
老
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
多
く
の
皆
様

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

令
和
３
年
９
月
11
日
（
土
）、
12
日
（
日
）

に
予
定
を
し
て
お
り
ま
し
た
令
和
３
年
度
紀

美
野
町
敬
老
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
と
皆
様
の
健
康
と

安
全
を
守
る
観
点
か
ら
昨
年
度
に
引
き
続
き

開
催
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

敬
老
会
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
様
に

は
、
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。な

お
、
敬
老
祝
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長

寿
を
祝
福
し
て
80
歳
以
上
の
方
に
支
給
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
り
「
一
律

支
給
」
か
ら
「
節
目
支
給
」
へ
と
対
象
者
及

び
金
額
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
高
齢
者
を
地
域
全
体
で
支
え
て
い

く
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
見
守

り
活
動
の
強
化
、
健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
の

保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
化
事
業
の
充

実
な
ど
、高
齢
者
施
策
を
よ
り
一
層
推
進
し
、

健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち
な
が
ら
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

対
象
者
の
方
に
は
９
月
以
降
に
支
給
い
た

し
ま
す
。

６
月
に
12
歳
か
ら
64
歳
の
方
を
対
象
に
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
12
歳
に
な
る
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
誕
生
日
の
翌
月
に
送
付
し
ま
す
。

ク
ー
ポ
ン
券
が
届
い
て
い
な
い
方
、
紛
失

し
た
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
転
入
、
転
出
に
よ
り
、
住
民
票
に

登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
と
ク
ー
ポ
ン
券
に
印

字
さ
れ
て
い
る
住
所
が
異
な
っ
た
場
合
は
、

そ
の
ク
ー
ポ
ン
券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
住

民
登
録
の
あ
る
市
町
村
で
再
発
行
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
対
策
室

　
　

℡ 

０
１
２
０
‐
６
５
‐
５
６
７
０

　
　

平
日　

９
時
～
17
時

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い

方
か
ら
順
次
接
種
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
医

療
従
事
者
、
高
齢
者
に
引
き
続
き
、
下
記
の

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
③
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
予
防
の
た
め
、
紀
美
野
町

独
自
の
施
策
と
し
て
優
先
対
象
者
を
設
定
し

ま
し
た
。

和
歌
山
県
内
に
は
、
様
々
な
事
情
で
保
護

者
と
暮
ら
す
こ
と
が
出
来
な
い
子
ど
も
た
ち

が
い
ま
す
。
家
庭
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、「
お
か
え
り
」
と
「
た
だ
い
ま
」

を
言
え
る
場
所
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

養
育
里
親
・
養
子
縁
組
里
親
・
週
末
里
親

等
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
家
庭
に
迎
え
て
く
だ

さ
る
里
親
さ
ん
を
探
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
「
里
親
」
を
は
じ
め

て
み
ま
せ
ん
か
？

里
親
相
談
会
・
里
親
制
度
パ
ネ
ル
展
示
を

開
催
し
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
里
親
相
談
会

　

場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室

　

日
時　

7
月
16
日
（
金
）
10
時
～
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
～
16
時

■
パ
ネ
ル
展
示

　

場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

　

期
間　

7
月
12
日
（
月
）
～
16
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

　

里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
「
な
で
し
こ
」

　
　

℡ 

０
７
３
６
‐
６
９
‐
１
０
０
４

　
　

Fax 

０
７
３
６
‐
６
９
‐
１
０
０
２

令
和
３
年
度
紀
美
野
町
敬
老
会

【
中
止
】
の
お
知
ら
せ

16
歳
か
ら
64
歳
の
方
に

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ご
案
内

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
優
先
接

種
の
対
象
者
に
つ
い
て

家
庭
で
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
の
た
め
に

～
地
域
で
支
え
る
「
家
庭
養
育
」
～

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課　

　
　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

敬老祝金（見直し後）

対象年齢 祝　金

80歳（S15.10.1 ～ S16.9.30生まれ）
85歳（S10.10.1 ～ S11.9.30生まれ）
90歳（S5.10.1 ～ S6.9.30生まれ）
95歳（T14.10.1 ～ T15.9.30生まれ）

5,000円

88歳（S7.10.1 ～ S8.9.30生まれ）
99歳（T10.10.1 ～ T11.9.30生まれ）
100歳以上（T10.9.30以前生まれ）

10,000円

①　

基
礎
疾
患
の
あ
る
方

②　

高
齢
者
施
設
等
の
従
事
者

③　

町
立
（
こ
ど
も
園
・
小
中
学
校
・
学
童

保
育
）
教
職
員
や
そ
れ
ら
の
送
迎
に
か
か

わ
る
方

■
問
い
合
わ
せ　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
対
策
室

　
　

℡ 

０
１
２
０
‐
６
５
‐
５
６
７
０

　
　

平
日　

９
時
～
17
時
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今年度、紀美野町ではこれから５年間のまちづくりの指針となる「第２次紀美野町長期総合
計画（後期基本計画）を策定します。つきましては、本町にお住まいの皆様にアンケート調査
を実施することになりました。これからの町のあり方を考えるための貴重な基礎資料となりま
す。ぜひご協力いただき、町政やまちづくりに関して率直なご意見をお聞かせください。

■調査対象　　紀美野町にお住まいの18歳以上の方3,000人
■調査期間　　７月７日～７月21日
■調査方法　　対象の方に郵送でアンケート用紙が届きます。
　　　　　　　お手数ですが、記入のうえ同封の返信用封筒（切手不要）でご返送ください。
　　　　　　　※アンケート用紙に記載のQRコードを読み取るとWebでの回答も出来ます。
■問い合わせ　企画管財課　℡ 489-5913

長期総合計画見直しのための住民アンケート調査を実施します

「
ふ
る
さ
と
講
座
」
開
催
の
お
知
ら
せ

事
業
承
継
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

長
年
、
美
里
町
誌
の
編
纂
に
携
わ
ら
れ
た

森
下
誠
先
生
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
講
座
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

尚
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染

拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
テ
ー
マ　

山
上
の
マ
ル
サ

　

～
領
主
高
野
山
と
村
人
の
間
に
繰
り
広
げ

　
　

ら
れ
た
虚
々
実
々
の
駆
け
引
き
～

■
講
師　

元
美
里
町
誌
編
纂
室
長

　

森
下　

誠　

先
生

■
日
時　

７
月
８
日
（
木
）

　

13
時
30
分
か
ら

■
場
所　

美
里
支
所
３
階
会
議
室

■
定
員　

15
名
（
定
員
に
な
り
次
第
受
付
を

終
了
し
ま
す
。）

■
申
込
方
法　

電
話

■
主
催　

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

　
　
　
　

紀
美
野
史
発
見
部
会

■
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

　
　

℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
２

和
歌
山
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
は
経
済
産
業
省
の
委
託
を
受
け
た
公
的

な
相
談
窓
口
で
す
。
円
滑
な
事
業
の
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
承
継

を
支
援
し
ま
す
。

後
継
者
が
い
な
い
・
い
い
人
が
あ
れ
ば
譲

り
た
い
・
私
が
引
継
ぎ
で
き
る
事
業
は
な
い

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
、
破
損
・
変
形

に
よ
り
、
発
熱
・
発
火
す
る
危
険
が
高
く
、

燃
え
る
ご
み
や
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
中

に
混
じ
る
と
出
火
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

主
に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が
使
わ
れ
て

い
る
製
品
は
、
電
話
機
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ

リ
ー
、
携
帯
ゲ
ー
ム
機
、
加
熱
式
た
ば
こ
等

の
充
電
し
て
使
う
電
子
機
器
で
す
。

不
要
に
な
っ
た
電
子
機
器
を
捨
て
る
際

は
、
中
に
入
っ
て
い
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
を
取
り
出
し
、
電
池
は
「
そ
の
他
不
燃
ご

み
専
用
袋
」
に
、本
体
は
金
属
類
と
し
て
「
リ

サ
イ
ク
ル
ご
み
袋
」
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
電
池
が
取
り
出
せ
な
い
場
合
は
、
無
理
に

電
池
を
取
り
出
さ
ず
、
金
属
類
と
し
て
そ

の
ま
ま
「
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
袋
」
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
３

■
主
催
：
和
歌
山
県
下
水
道
協
会

■
試
験
日
：
11
月
21
日
（
日
）

■
試
験
会
場
：
和
歌
山
商
工
会
議
所

　
（
和
歌
山
市
西
汀
丁
36
）

　

※
11
月
3
日
（
水
・
祝
日
）
同
会
場
に
て

希
望
者
に
受
講
講
習
を
実
施

■
申
込
書
配
布
提
出
期
間

　

8
月
10
日
（
火
）
～
9
月
3
日
（
金
）

　

※
郵
送
（
特
定
記
録
郵
便
）
に
よ
り
和
歌

山
県
下
水
道
協
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
当
日
消
印
有
効

■
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
４

　
県
下
水
道
協
会　

℡ 

４
３
５
‐
１
０
９
３

か
・
親
族
に
承
継
し
た
い
・
従
業
員
に
承
継

し
た
い
・
良
い
会
社
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
な

ど
の
ご
相
談
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
県
事
業
承
継
・
引

継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　

℡ 

４
９
９
‐
５
２
２
１

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
分
別

に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
和
歌
山
県
下
水
道

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資

格
認
定
共
通
試
験
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～みんな　そろって　すこやかに～
〝明るく・正しく・たくましく″
第57回　「夏の子供を守る運動」　

7月１日～８月31日

～犯罪や非行を防止し、
　立ち直りを支える地域のチカラ～
第71回「社会を明るくする運動」　

7月1日～ 7月31日

■問い合わせ
　紀美野町青少年センター
　℡489-5909

■問い合わせ
　紀美野町青少年センター
　℡489-5909

◎すべての国民が、犯罪や非行の防止と犯罪や非行をした人たちの更生に理解を深め、それぞれの立場において
力を合わせ、犯罪や非行のない安全で安心な明るい地域社会を築くための法務省主唱の全国的な運動です。

◎紀美野町では、７月１日（木）に保護司会・更生保護女性会により、各種団体への呼びかけや街頭での啓発を
実施します。

◎町民のみなさまのご理解とご協力をお願いします。
・紀美野町保護司会・紀美野町更生保護女性会・海南警察署少年補導員連絡会・紀美野町・紀美野町教育委員会

（１）非行を生まない社会づくりの推進
　◎万引き・自転車窃盗、いじめ・暴力行為、飲酒・喫煙・深夜徘徊等の不良行為、薬物乱用、並びに、暴走行

為等の防止
　◎有害図書、有害刃物類、有害サイト情報等有害環境の浄化

（２）犯罪被害及び各種事故の防止
　◎インターネット利用にかかる非行及び犯罪被害の防止　　
　◎不審者による事件、水の事故及び交通事故の防止

（３）明るい家庭、明るい地域づくり
　この運動は和歌山県が主唱する県民運動です。“社会を明るくする運動”と連携しながら夜間補導を実施し、街

頭啓発活動を行います。
・紀美野町青少年育成町民会議・紀美野町青少年育成委員会・紀美野町・紀美野町教育委員会

今年3月に募集しました、「紀美野町オリジナルマスキングテープデザイン」にたくさんのご応募を
いただき誠にありがとうございました。今回、優れたデザインが数多くあった中、下記４名の方のデ
ザインを採用し、2種類のテープを製作いたします。
・オリジナルテープ①　中濱裕二様　
・オリジナルテープ②　豊島琉可様、玉置陽子様、行年恭兵様　（３つのデザインの組み合わせ）

なお、オリジナルマスキングテープに関しての情報は、協力隊のインスタグラムに順次掲載してい
きますので、良ければそちらをご覧ください。

皆さま素敵なデザインをありがとうございました！
紀美野町地域おこし協力隊
インスタグラムアカウント

（＠kimino_kyoryokutai）

紀美野町オリジナルマスキングテープ
デザイン決定のお知らせ

■問い合わせ　まちづくり課
　地域おこし協力隊　齊藤
　℡ 488-1305（志賀野出張所内）
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■紀の海クリーンセンターは、紀の川市、海南市、紀美野町の３市町の広域で構成する施設です。
　直接持込ごみの受入日及び受入時間
　【受 入 日】月曜日から土曜日（１月１日から３日除く）
　【受入時間】９時～ 16時
■ゴミ処理手数料
　【家庭廃棄物】可燃ごみ・資源ごみ　10㎏あたり50円
　【事業系一般廃棄物】可燃ごみ　10㎏あたり100円　　の手数料が必要です。

令和３年度当初予算　歳入
単位：千円 単位：千円

令和３年度当初予算　歳出

紀の海クリーンセンターへのごみ搬入量（令和2年度）　  単位：ｔ

海南市 紀の川市 紀美野町 計
可燃ごみ 15,000.23 15,875.36 1,791.35 32,666.94
資源ごみ 2,803.92 446.78 3,250.70

計 15,000.23 18,679.28 2,238.13 35,917.64

施設見学の状況（令和２年度）
団体数　　14団体
人数　　　204人
施設見学は、事前にお電話で問い合わせのうえ、お申込みください。

ごみ焼却量（令和2年度）　　　　　　    単位：ｔ

1系焼却炉 2系焼却炉
年間総量 月平均量 年間総量 月平均量
15,761.01 1,313.42 17,966.13 1,497.18

排気ガス
1系焼却炉 2系焼却炉

自主基準 国基準
最大値 平均値 最大値 平均値

ばいじん（mg/㎥ N） 0.3 0.0 0.3 0.1 10 80
硫黄酸化物（ppm） 17.9 7.7 17.9 8.2 20 4,100
塩化水素（ppm） 42.6 20.3 44.0 22.0 50 430
窒素酸化物（ppm） 43.4 27.1 44.9 26.5 50 250
一酸化炭素（ppm） 26.8 4.4 23.2 2.7 30 100

ダイオキシンの状況（令和2年度） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 単位：ng-TEQ/㎥ N

測定月 4月 7月 10月 1月 自主基準 国基準
1系焼却炉 0.000230 0.001500 0.002100 0.000053

0.05 0.1
2系焼却炉 0.001600 0.003900 0.001900 0.003200

水銀の状況（令和2年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：μg/N㎥

測定月 4月 7月 10月 1月 自主基準 国基準
1系焼却炉 0.3 0.6 2.4 2.1

30 50
2系焼却炉 0.2 0.4 0.6 0.7

紀の海クリーンセンターの
運営状況等について

■問い合わせ　
紀の海クリーンセンター（紀の海広域施設組合）
　℡ 0736-66-1813
　HP http://kinoumi-kouiki.jp/

負担金（構成市町）636,706

売電収入　80,000

公債費・その他　24,149

施設管理運営費　733,299

施設管理運営費内訳
熱回収施設管理運営費	 560,970
リサイクル施設管理運営費	 166,992
洗車施設管理運営費	 4,772
多目的スポーツ公園管理運営費	 565

施設整備費　15,112
総務管理費
41,504

使用料及び手数料
　　84,056

諸収入・その他
　　93,302

資源品売却収入
12,000



2021.79

冷やすポイント

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日
時　

毎
週
水
曜
日　

９
時
～
11
時

　

７
月　

７
・
14
・
21
・
28
日

■
対
象
者　

紀
美
野
町
在
住
の
方

■
内　

容　

保
健
師
等
が
健
康
に
関
す
る
ご

相
談
に
の
り
ま
す
。
健
診
結
果
の
説
明
、

血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
骨
密
度
測
定
、
イ

ン
ボ
デ
ィ
（
体
成
分
）
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん

の
体
重
測
定
や
授
乳
の
相
談
も
可
能
で
す
。

★
母
子
健
康
手
帳
・
健
康
手
帳
・
健
康
管
理

フ
ァ
イ
ル
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

熱
中
症
と
は
暑
い
環
境
で
、
体
内
の
水
分

や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
、
体
温
を

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

紀
美
野
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

保
健
福
祉
課

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

調
節
す
る
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
い
こ
と
で

起
こ
り
ま
す
。
め
ま
い
、
頭
痛
、
手
足
の
し

び
れ
、
筋
肉
の
け
い
れ
ん
、
吐
き
気
、
嘔
吐

な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
た
ら
、体
を
冷
や
し
、

水
分
補
給
を
お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。

正
し
い
予
防
方
法
に
つ
い
て

※
実
施
で
き
て
い
る
も
の
に
✓
を
入
れ
て
み

ま
し
ょ
う
。

１
、
暑
さ
を
避
け
る

□
で
き
る
だ
け
、
高
温
多
湿
、
炎
天
下
で
の

外
出
は
控
え
、
日
陰
を
選
ん
で
歩
く
。

□
外
出
時
は
、
日
傘
、
帽
子
を
使
う
。

□
ク
ー
ラ
ー
や
扇
風
機
を
利
用
す
る
。（
目

安
は
室
温
28
℃
）

２
、
涼
し
い
服
装

□
通
気
性
が
よ
く
、
吸
汗
・
速
乾
性
が
あ
る

衣
類
を
選
ぶ
。

□
白
な
ど
熱
を
吸
収
し
に
く
い
服
を
選
ぶ
。

□
屋
外
で
人
と
の
距
離
が
２
ｍ
以
上
離
れ
て

い
る
時
は
、
マ
ス
ク
を
は
ず
す
。

３
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給

□
の
ど
が
渇
い
た
と
感
じ
る
前
に
飲
む
。

□
発
汗
時
は
水
分
と
塩
分
も
補
給
。

４
、
特
に
暑
く
な
る
日
に
注
意

□
環
境
省
熱
中
症
予
防
情
報
サ
イ
ト
で
暑

さ
指
数
や
、
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

５
、
暑
さ
に
備
え
た
体
力
づ
く
り

□
普
段
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

　

体
操
を
し
て
汗
を
か
く
。

□
３
食
欠
か
さ
ず
食
べ
る
。
食
欲
が
な
い
と

き
は
、
口
当
た
り
の
よ
い
も
の
を
選
ぶ
。

安
心
！　

み
ん
な
の
総
合
相
談
窓
口

子
育
て
・
健
康
・
障
害
・
福
祉
・
介
護
な

ど
様
々
な
支
援
を
行
う
相
談
機
関
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
ど
ん
な
こ

と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

　
　
　
（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

　
　

℡ 

４
８
９
‐
２
４
３
０

　
　
　
（
時
間
外
の
緊
急
時
）

「環境省熱中症予防情報サイト」
　令和３年４月より、熱中症の危険性が
極めて高くなると予測された際に「熱中
症警戒アラート」が発表されます。
　環境省公式ＬＩＮＥアカウントやメー
ル配信サービスもあります。詳しくは上
記サイトをご参照ください。
パソコン
https://www.wbgt.env.go.jp
スマートフォン　
https://www.env.go.jp/sp/

　町では、次のとおり会計年度任用職員の募集をしています。

募集職種 勤務場所 募集人数 月給 受付期間 問い合わせ先

保育士 きみのこども園 １名 186,000円 7月16日（金）
まで

保健福祉課
℡ 489-9960

　※会計年度任用職員から常勤職員への切り替えは一切ありません。また、次回の任用更新は確約されていません。
■応募資格　保育士資格をお持ちの方
■選考方法　面接試験
■任用期間やその他、詳しい情報はHPをご覧ください。

紀美野町会計年度任用職員の募集について

保
健
・
福
祉
だ
よ
り
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他
界
せ
し
母
と
の
絆
失
せ
ぬ
ま
ま

　
　
　

八
十
路
の
坂
を
心
し
て
生
く　
　
　

西
佐
古　

祐
子

桐
の
木
に
す
が
り
咲
き
い
る
そ
の
様
は

　
　
　

藤
花
ド
レ
ス
装
い
し
ご
と　
　
　

滝
垣
内　

嘉
代
子

野
山
に
て
採
集
し
た
る
押
花
の

　
　
　

熊
野
古
道
に
お
遍
路
か
よ
う　
　
　

梶
谷　

美
瑳
子

幾
重
に
も
重
な
り
て
見
ゆ
あ
の
山
の

　
　
　

裾
野
は
ふ
る
里
亡
母
の
面
顕
つ　
　
　

寺
岡　

幸
子

永
ら
く
を
施
設
で
暮
ら
す
毎
日
は

　
　
　

辛
い
日
も
あ
り
笑
う
日
も
あ
る　
　
　

横
出　

圭
子

わ
が
内
に
生
き
続
け
て
い
る
若
き
妹

　
　
　

薔
薇
の
花
や
も
今
な
お
咲
き
て　
　
　

中
浴　

昭
江

繰
り
返
し
Ｂ
面
聞
い
て
梅
雨
籠
り　
　
　
　
　

原　
　

和
代

亀
の
子
の
背
に
お
濠
の
重
き
泥　
　
　
　
　

湯
上　

ひ
と
み

口
は
パ
パ
目
許
は
マ
マ
似
こ
ど
も
の
日　
　
　

中
島　

紀
生

麦
藁
に
砂
糖
の
水
の
通
り
良
し　
　
　
　
　

馬
谷　

富
貴
子

京
へ
ゆ
く
足
取
り
軽
し
麻
衣　
　
　
　
　
　
　

岩
間　

文
鳥

歌　
の　
小　
道

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム　

 
14
時
30
分
～
16
時
30
分

■
中
央
公
民
館

7
日　

七
夕
か
ざ
り　
　
　

14
日　

風
船
バ
レ
ー
で
あ
そ
ぼ
う

21
日　

リ
サ
イ
ク
ル
工
作

28
日　

リ
サ
イ
ク
ル
工
作

（
訂
正
と
お
詫
び
）

６
月
号
掲
載
の
松
本
久
子
さ
ん
の
作
品
で
、（
齢
九
十

気
力
体
力
と
も
に
落
つ
「
が
ん
ば
れ
、
が
ん
ば
れ
」
友 

の
声
す
る
）
に
お
い
て
「
す
る
」
の
文
言
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

「花いっぱい運動」花苗植えました
「花いっぱい紀美野町」をスローガンに、５月16日に

町内各地で花いっぱい運動が行われました。
19地区とこども園・小中学校などの27施設に、6000

本のトレニア・ペチュニア・ベゴニアの色とりどりの花
苗を植えました。花いっぱい運動にご参加いただきまし
た皆さま、誠にありがとうございました。

☆
七
夕
に
願
い
を
☆

今
年
も
７
月
７
日
（
水
）
ま
で
、
中
央
公
民
館

に
七
夕
飾
り
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
願
い
を
ぜ
ひ
短
冊
に

託
し
て
く
だ
さ
い
。

（
下
佐
々
地
区
の
風
景
）

サークル会員は現在40 ～ 70歳代の７名で、月１回習っ
ています。花器の中にオアシス（スポンジ）を入れて、
その上に花をさして形を作ります。色とりどりの花で、
個々の作品を眺めていると気持ちが和らぎます。
■活動日時
　毎月第２月曜日
　13時30分～ 15時30分
■活動場所
　志賀野地区公民館
■材料代等
　2,000円程度/回

─ わが町サークル ─
「アレンジメントフラワー」

芦
辺
さ
す
万
葉
の
風
夏
近
し　
　
　
　
　
　
　

潰
崎　

光
子

  

赤
人
が
「
あ
し
べ
を
さ
し
て
…
」
と
詠
ん
だ
和
歌
浦
。
そ

こ
に
は
昔
な
が
ら
の
葦
が
茂
り
、
初
夏
を
思
わ
せ
る
風
が
心

地
よ
い
。
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〇
施
設
見
学
会

・
７
月
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

※
７
月
は
日
の
入
り
が
遅
い
た
め
、
す
べ
て
の
開
始
時
間
が
30
分
遅
く
な
り

ま
す
。

　

◇
昼
の
部
１　
　
　
　

15
時
～
15
時
50
分

　

◇
昼
の
部
２　
　
　
　

16
時
～
16
時
50
分

　

◆
夜
の
部　
　
　
　
　

20
時
～
20
時
50
分

・
８
月
以
降
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

◇
昼
の
部
１　
　
　
　

14
時
30
分
～
15
時
20
分

　

◇
昼
の
部
２　
　
　
　

15
時
30
分
～
16
時
20
分

　

◆
夜
の
部　
　
　
　
　

19
時
30
分
～
20
時
20
分

　

参
加
方
法
：
事
前
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
、
電
話
予
約

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
り
内
容
が
変
更
ま
た
は
中
止
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〇
記
念
講
演
会
に
つ
い
て

概
要
：
み
さ
と
天
文
台
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の

吉
川
真
准
教
授
（
は
や
ぶ
さ
２
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
を
特
別

講
師
と
し
て
リ
モ
ー
ト
出
演
い
た
だ
き
、
ラ
イ
ブ
配
信
で
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
：
令
和
３
年
７
月
10
日
（
土
）
13
時
30
分
～

配
信
方
法
：（
み
さ
と
天
文
台　

公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
リ
ン
ク
予
定
）

※
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
・
記
念
講
演
会
の
最
新
情
報
等
の
詳
細
は
、
み

さ
と
天
文
台
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
（w

w
w

.obs.jp

）
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

☆
み
さ
と
天
文
台
の
開
館
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
☆

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
防
止
の
た
め
、

開
館
時
間
が
通
常
と
は
異
な
り
ま
す
！

新型コロナウイルス感染症に係る誹謗中傷等は許しません！！
和歌山県においても、新型コロナウイルスに対する不安やおそれから、新型コロナウイルス感染症

の感染者やその家族、医療従事者などに対するデマや誹謗中傷等が発生しており、このようなことは
決して許さないとの思いから、令和2年12月24日に「和歌山県新型コロナウイルス感染症に係る誹謗
中傷等対策に関する条例」を施行しました。

県では、誹謗中傷等が発生した場合、誹謗中傷等を行った人から聞き取りを実施し、本条例に基づき、
誹謗中傷等を行わないことやインターネット上に投稿した情報を削除するよう指導し、従わない場合
にはやめるよう勧告します。

誹謗中傷等は決して許されません。誹謗中傷等は名誉毀損罪や業務妨害罪などの刑事上の責任が問
われ、懲役や罰金などの刑事罰が科される場合があるだけでなく、被害者から損害賠償を請求される
場合もあり、被害者のみならず、誹謗中傷等を行った人自身の人生も変えてしまうことがあります。

不確かな情報や根拠のない噂に惑わされることなく、デマを流したり、誹謗中傷等を行ったりしな
いよう、人権に配慮した行動をお願いします。

【コロナ差別相談ダイヤル（県人権政策課）】

TEL 073-441-2563　FAX 073-433-4540
※（公財）和歌山県人権啓発センターや
　各振興局総務県民課でも相談できます
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六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
あ
ち
こ
ち
の
林
の
縁
や
谷
間

に
、
葉
が
白
く
な
っ
た
マ
タ
タ
ビ
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
こ
ろ
が
マ
タ
タ
ビ
の
花
の
季
節
で
、
梅
の
花
の
よ
う

な
形
の
、
白
い
美
し
い
花
を
つ
け
て
い
ま
す
。

図
鑑
な
ど
に
よ
る
と
、マ
タ
タ
ビ
は
雌
雄
異
株
の
植
物
で
、

ま
れ
に
両
性
花
も
つ
け
る
、
と
あ
り
ま
す
が
、
美
里
町
内
で

見
る
限
り
で
は
、
雄
花
の
株
と
両
性
花
の
株
ば
か
り
が
目
に

つ
き
ま
す
。

花
の
あ
と
に
は
間
も
な
く
果
実
が
で
き
ま
す
が
、
多
く
の

果
実
は
、
マ
タ
タ
ビ
バ
エ
と
い
う
小
さ
な
昆
虫
の
寄
生
に

よ
っ
て
、
虫
こ
ぶ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
虫
こ
ぶ
が
た
い
へ
ん
多
く
て
、
虫
害
を
受
け
な
い
正

常
な
果
実
は
な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
漢
方
薬
に
用
い

ら
れ
る
木ま

た
た
び

天
蓼
も
こ
の
虫
こ
ぶ
だ
そ
う
で
す
。

マ
タ
タ
ビ
の
名
の
由
来
は
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が
・
・
・

ア
イ
ヌ
語
の
マ
タ
タ
ン
プ
か
ら
き
て
い
る
と
い
う
説
（
知

里
真
志
保
・
分
類
ア
イ
ヌ
語
辞
典
）・
・
・

ふ
つ
う
の
果
実
と
虫
こ
ぶ
の
二
種
類
の
実
を
表
す
『
ま
た

つ
実
』
か
ら
来
て
い
る
と
い
う
説
（
貝
原
益
軒
・
大
和
本

草
）・
・
・

な
ど
が
有
力
と
の
こ
と
で
す
。

疲
れ
た
旅
人
が
マ
タ
タ
ビ
を
食
べ
る
と
た
ち
ま
ち
元
気
を

回
復
し
て
、
ま
た
旅
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
ら
と
い
う
の

も
、
昔
か
ら
よ
く
聞
き
ま
す
。

ネ
コ
に
マ
タ
タ
ビ
を
与
え
る
と
異
常
な
反
応
を
見
せ
ま

す
。匂

い
を
嗅
ぎ
、
の
ど
を
鳴
ら
し
、
な
め
て
み
た
り
、
よ
だ

れ
を
流
し
た
り
、
は
て
は
ご
ろ
り
と
転
が
っ
た
り
し
ま
す
。

前
田
亥
津
二
著
「
美
里
の
自
然
」
か
ら

マ
タ
タ
ビ

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
百
七
十
二

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】　　
小
林　

杏　
　
　
（
野
上
小
１
年
生
）

【
１
０
０
冊
】　　
中
谷　

優
那　
　
（
下
神
野
小
２
年
生
）

【
２
０
０
冊
】　　
中
谷　

颯
良　
　
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

【
１
５
０
０
冊
】　
谷
坂　

し
え
り　
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

新
刊
情
報

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
ば
あ
さ
ん
は
15
歳
」　　
　
　
　
　
　
　

阿
川
佐
和
子　

著

「
も
う
、
服
は
買
わ
な
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ー
ト
ニ
ー
・
カ
ー
ヴ
ァ
ー　

著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】  

「
代
理
母
、
は
じ
め
ま
し
た
」　　
　
　
　
　

垣
谷
美
雨　

著

「
私
は
女
に
な
り
た
い
」　　
　
　
　
　
　
　

窪　

美
澄　

著

「
お
し
り
た
ん
て
い
の
こ
い
⁉
」　　
　
　
　
　

ト
ロ
ル　

作

図
書
室
だ
よ
り

町
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
す
べ
て
の
町
民

が
豊
か
で
、
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く

り
の
た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
各
団
体
選
出
委
員
に
つ
い
て
は
未
掲
載
）

※
【　

】
は
役
職
ま
た
は
地
区
名
（
敬
称
略
）

【
会　
　

長
】
岡　

省
三

【
副
会
長
】
東
芝　

學
・
南
條　

俊
樹

【
監　
　

事
】
中
谷　

の
り
子
・
中
谷　

英
幸

【
下
佐
々
】
上
垣
内　

清
智
・
中
尾　

敬
冶

【
動　
　

木
】
山
中　

正
史
・
大
岡　

実
世
・
吉
田　

隆
好

【
小　
　

畑
】
山
下　

裕
・
菊
本　

邦
夫
・
岩
橋　

環

【
小　
　

川
】
中
谷　

昌
弘
・
中
野　

充
・
古
谷　

誠

【
志
賀
野
】
中
谷　

英
幸
・
加
藤　

朗
子

【
柴　
　

目
】
前
田　

薫

【
長　
　

谷
】
横
山　

伸
次
・
山
下　

泰
孝

【
吉　
　

野
】
中
西　

康
之

【
吉　
　

見
】
井
澤　

秀
恭

【
海
南
鋼
管
】
佐
賀
野　

幹
生

【　

平　

】
別
所　

勲
・
若
林　

優
治

【
希
望
ヶ
丘
】
日
裏　

善
三

【
緑
ヶ
丘
】
中
尾　

数
昭
・
平
岩　

保
之

【
長
谷
毛
原
】
森
下　

誠

【
上
神
野
】
小
壺　

醇
子

【
下
神
野
】
潰
崎　

光
子

【
国　
　

吉
】
中
谷　

の
り
子

【
真　
　

国
】
坂　

明
雄

令
和
３
年
度

　
紀
美
野
町
人
権
委
員
の
紹
介

【
日
本
語
を
楽
し
も
う
！
】
コ
ー
ナ
ー
（
中
央
公
民
館
図

書
室
）

「
う
つ
く
し
い
言
葉
」
や
「
お
も
し
ろ
い
言
葉
」
の
世
界

で
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。



2021.713

今年は例年よりずっと早い梅雨入りで、学校行事も空と
にらめっこしながらの実施です。そんな天候の中、5月19
日に全校で体力テストを実施しました。

当日は雨。予定していた運
動場での体力テスト種目は中
止し、体育館で奇数学年と偶
数学年の2グループにわかれ、
感染症対策を行いながら実施
しました。

5年生が下級生を引率し、
6年生が種目の説明やお手伝い。高学年がリーダーシップ
を発揮し、整列させたり、記録をとったり、と大活躍。予
定より早い時間でテストを終えることができました。

昨年度は新型コロナウイルス感染症感染拡大のため、実
施できなかった体力テスト
ですが、今年度は、対策を
行いながら実施できまし
た。コロナ禍でいろいろな
ことが制限される中、体力
も減退気味。これを機会に
自己の体力と向き合うこと
で、あらためて向上に取り
組んでいきたいと思いま
す。

いよいよ７月７日（水）にみさと天文台がリ
ニューアルオープンします。

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、
施設の全てを制限無しで営業することはできず、
当分の間はプラネタリウムや星空ツアーの実施が
ない施設見学会という形での営業になります。参
加者に安心して見学していただけるよう、少数で
の実施を検討しています。

従来とは、催しだけでなく参加の方法も大きく
変わりました。参加人数を制限し、チケットの手
渡し等の接触を減らす為にリニューアルオープン
後、天文台の催しへの参加等は、事前web予約制
または電話予約制となります。これにより従来で
は、チケット販売の際に出来ていた行列もなくな
り、催しへの参加もスムーズになります。スマー
ト化と感染症対策を備えて再開するみさと天文台
にぜひ遊びにいらしてください。

天文台だより
「みさと天文台リニューアルオープン」

　研究員　硲間　拓郎

学校だより
　『子どもたちの体力は？～体力テスト実施～』

紀美野町立野上小学校

５月23日に行われた第52回和歌山県スポーツ少年団総合競技大会海南海草予選において、美里バレーボー
ルクラブが準優勝し、県大会への出場が決定しました。県大会は７月３日～４日に有田地方で行われます。
県大会にはそれぞれの地方から勝ち進んだ30チームが
集結し、優勝を目指して戦います。１つでも多くの試合
に勝てるように、監督・コーチの指導の下、日々練習に
励んでいます。

美里バレーボールクラブでは、男女問わず部員を募集
しています。野上小学校体育館で火・水・金の17時～
練習を行っていますので、興味のある方は、いつでも見
学・体験にお越しください。

美里バレーボールクラブ、県大会出場！

器具を消毒しながら
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火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
お
う
ち
時
間　

家
族
で
点
検　

火
の
始
末
」

く
ん
煙
式
殺
虫
剤
と
は
、
殺
虫
成
分
を
含

ん
だ
煙
を
発
生
さ
せ
、
部
屋
に
隠
れ
た
ゴ
キ

ブ
リ
や
見
つ
け
に
く
い
ダ
ニ
・
ノ
ミ
な
ど
の

害
虫
を
退
治
す
る
こ
と
が
で
き
る
製
品
で
、

バ
ル
サ
ン
や
ア
ー
ス
レ
ッ
ド
等
が
あ
り
ま

す
。

・
消
防
署
に
事
前
連
絡
を
し
よ
う

く
ん
煙
剤
等
を
使
用
し
煙
霧
消
毒
を
す
る

場
合
、
前
日
ま
で
に
消
防
署
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
住
宅
に
設
置
し
て
い
る
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
の
感
知
器
が
作
動
し
、
火
災
出
動

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
カ
バ
ー
を
し
よ
う

く
ん
煙
式
殺
虫
剤
の
煙
な
ど
に
よ
り
住
宅

用
火
災
警
報
器
が
反
応
し
、
誤
作
動
を
起
こ

し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
た
め
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
に
は
カ
バ
ー
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
カ
バ
ー
が
難
し
い
場
合
は
、
住
宅
用
火

5月の消防の動き
●火災発生件数…1件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計

急 病 25（1） 0（0） 25（1）

一 般 負 傷 5（0） 0（0） 5（0）

交 通 事 故 1（0） 0（0） 1（0）

そ の 他 3（0） 0（0） 3（0）

合 計 34（1） 0（0） 34（1）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

夏
の
時
期
に
起
き
や
す
い
子
供
の
事
故
で

ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
屋
内
外
で
の
溺
水

で
す
。
溺
水
と
言
え
ば
、
海
や
川
、
プ
ー
ル

で
起
こ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
浴
槽
で

も
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
浴
槽
で
の
溺

水
は
、
子
供
だ
け
で
の
入
浴
、
お
母
さ
ん
の

洗
髪
中
な
ど
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
隙
に
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
短
い
時
間
で
も
、

子
供
を
浴
室
に
１
人
に
す
る
の
は
危
険
で

す
。
ま
た
、お
風
呂
以
外
に
も
水
洗
ト
イ
レ
、

水
槽
、
洗
濯
機
な
ど
の
水
が
た
ま
っ
て
い
る

も
の
で
の
溺
水
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
水
の

た
ま
っ
て
い
る
場
所
を
大
人
が
チ
ェ
ッ
ク

救
急
コ
ー
ナ
ー　
「
溺
水
」

普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
に
つ
い
て

く
ん
煙
式
殺
虫
剤
の
使
用
に
注
意

し
ま
し
ょ
う

く
ん
煙
式
殺
虫
剤
を
使
用
す
る
際

の
注
意
点

災
警
報
器
本
体
を
取
り
外
し
て
対
応
し
て
く

だ
さ
い
。

※
熱
感
知
器
で
は
、
煙
は
感
知
し
な
い
の

で
、
カ
バ
ー
や
取
り
外
し
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

・
く
ん
煙
剤
の
煙
に
注
意
し
よ
う

く
ん
煙
剤
の
煙
は
毒
性
が
低
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
免
疫
力
の
低
い
乳
幼
児
や
小
動

物
が
、
万
が
一
吸
い
込
ん
だ
り
煙
が
付
着
し

た
物
に
直
接
触
れ
て
し
ま
う
と
体
に
異
常
を

起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
お
も
ち
ゃ
等

は
、
事
前
に
室
外
に
出
し
て
お
き
、
煙
が
付

着
し
た
場
合
は
、乾
拭
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
玄
関
に
張
り
紙
を
つ
け
よ
う

「
バ
ル
サ
ン
使
用
中
」
や
「
く
ん
煙
剤
使

用
中
」
な
ど
の
張
り
紙
を
作
成
し
、
周
り
に

分
か
る
よ
う
に
玄
関
等
に
貼
っ
て
く
だ
さ

い
。

・
く
ん
煙
剤
使
用
後
は
十
分
に
換
気
し
よ
う

く
ん
煙
剤
使
用
後
は
、
部
屋
の
換
気
を
十

分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
１
時
間
以
上
）

換
気
が
完
了
す
れ
ば
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
カ
バ
ー
を
外
し
た
り
、
再
設
置
を
し
て

し
、
気
を
つ
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を

受
け
、
町
内
で
の
ま
ん
延
防
止
や
安
全
確
保

の
観
点
か
ら
救
命
講
習
の
開
催
を
し
ば
ら
く

の
間
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

救
命
講
習
へ
の
参
加
を
予
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
点
検
ボ
タ
ン
を
押
し

て
正
常
に
作
動
す
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

取り外す

カバーをかける



7月

５月の人口の動き（令和３年５月１日～ 31日）　転入7人　転出12人　出生2人　死亡9人

総人口　8,427人（−12）［男 3,926人（−8）女 4,501人（−4）］
世帯数 4,167世帯（0）　　紀美野町面積　128.34㎢

2021.715

紀美野町の人口
【令和３年５月末現在】

（　）内は前月比

行事名 日　時 開催場所 問い合わせ先（073）

移動町長室 ７日（水） 美里支所
住民室 495 − 3471
総務課 489 − 5912

行政相談 15 日（木）
13 時～ 15 時

中央公民館 総務課 489 − 5912
美里支所 住民室 495 − 3471

献血（コロナワクチン接種後 48
時間は献血をお控えください）

27 日（火）10 時～ 12 時
13 時 30 分～ 16 時 30 分

美里支所（午前）
役場本庁（午後） 保健福祉課 489 − 9960

障害者巡回相談　要予約 21 日（水）
10 時～ 11 時 30 分 総合福祉センター

野上厚生病院相談支援事業所
療育センター AOI
障害者相談支援事業所らん

489 − 2908
483 − 0454
488 − 6314

こども園開放

14 日（水）・28 日（水）
10 時～ 11 時 きみのこども園

保健福祉課 489 − 9960
7 日（水）・21 日（水）
10 時～ 11 時 こうのこども園

「野いちごの会」による絵本の読み聞かせ 12 日（月）10 時 30 分～
総合福祉センター

子育て支援センター 489 − 6700

カンガルー教室
（生後 3 か月～ 1 年 6 か月まで）

20 日（火）
9 時 30 分～ 11 時

コアラ教室
（生後 1 年 6 か月～入園まで）

14 日（水）・30 日（金）
9 時 30 分～ 11 時 30 分

14 日はきみのこ
ども園・30 日は
総合福祉センター

育児相談 随時 希望される方法に
て相談を受けます

犬・猫の飼い方講習会
3 日（土）・11 日（日）
17 日（土）・23 日（金）
25 日（日）　11 時～

動物愛護センター 動物愛護センター 489 − 6500

クリニック（健康診断書発行）要予約 12 日（月）・26 日（月）
9 時 30 分～ 10 時 30 分

（受付）

海南保健所 海南保健所 482 − 0600

性感染症検査　肝炎ウイルス検査　要予約
検便（腸内細菌検査）　予約不要
こころの健康相談
要予約

14 日（水）・26 日（月）
13 時 30 分～

骨髄バンクドナー登録検査
要予約

12 日（月）・26 日（月）
10 時 30 分～ 11 時 30 分

医療安全相談 月曜日～金曜日（祝日を除く）

行事・相談のお知らせ

■受験資格等
　◎警察官A（大卒）
　　平成元年４月２日以降に生まれた方で大学（短期大学を除く）を卒業、または令和４年３月末までに卒業見

込みの方
　◎警察官B（高卒）
　　平成元年４月２日から平成16年４月１日までに生まれた方で「警察官A」の受験資格に該当しない方
■試験日　　　　　　　　　■受付期間　　　　　　　　　　　　　　■試験地
　９月19日（日）　　　　　　 ７月１日（木）～８月20日（金）　　　　 和歌山市・田辺市

警察官募集のお知らせ ■問い合わせ　海南警察署
　℡ 482-0110
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広 告

か レん シた ピ

～夏バテ・熱中症予防に～
　長芋やオクラのぬるぬる成
分である“ムチン”と梅干しの
“クエン酸”は、疲労回復に優れ
た力を発揮します。
　しょうゆの代わりにめんつ
ゆやポン酢を使うことで減塩
になります。

材料（2人分）

高血圧予防のための

長芋とおくらの梅おかか和え

ひとくちコラム作り方
①　長芋は皮をむいて拍子切りにする。またはポリ袋

に入れ、たたいて細かくする。
②　オクラはヘタを切り落とし、
　　ラップに包む。
　　電子レンジで約50秒加熱し、
　　水にとって、小口切りにする。
③　梅干しは種を除き、包丁でたたく。
④　1 ～ 3をめんつゆでよく和え、かつお節をのせる。

[食塩相当量1.1ｇ/1人分]

長芋.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 150ｇ
オクラ.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .４本
梅干し.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 中１個
めんつゆ（ストレート）.. . . . . . . . . . . . . . . .大さじ1
かつお節.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2.5ｇ

ん


